




＜研究目的＞

  病気の進行に伴い、車椅子の生活を余儀なくされた PＭD 症患者は、上肢の

筋力も弱く車椅子の操作も症状の進行に従いむずかしい状態になっている。車

椅子の安全ベルトは、患者の病状、変形を考慮し、安全性、機能性、操作性に

主眼をおき三種類を試作した。


